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一
、
は
じ
め
に

　
『
源
氏
物
語
』「
澪
標
」
巻
は
、
源
氏
物
語
第
一
部
の
な
か
で
、
一
つ
の

大
き
な
節
目
と
な
る
巻
で
あ
る
。
皇
統
譜
か
ら
弾
き
出
さ
れ
た
光
源
氏
が

須
磨
の
地
で
遠
縁
で
あ
る
明
石
の
君
と
運
命
的
な
出
会
い
を
果
た
し
、「
宿

曜
に
御
子
三
人
、
帝
、
后
必
ず
並
び
て
生
ま
れ
た
ま
ふ
べ
し
」（「
澪
標
」

②
二
七
五
頁
）
と
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
将
来
の
后
が
ね
と
予
言
さ
れ

る
明
石
姫
君
が
明
石
の
地
で
誕
生
し
た
逸
話
を
書
い
た
物
語
で
あ
る
。
こ

の
明
石
姫
君
が
誕
生
し
た
後
の
物
語
を
、
語
り
手
は
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。車

に
て
ぞ
京
の
ほ
ど
は
行
き
離
れ
け
る
。
い
と
親
し
き
人
さ
し
添
へ

た
ま
ひ
て
、
ゆ
め
に
漏
ら
す
ま
じ
く
、
口
が
た
め
た
ま
ひ
て
遣
わ
は

す
。
御
佩
刀
、
さ
る
べ
き
物
な
ど
、
と
こ
ろ
せ
き
ま
で
思
し
や
ら
ぬ

隈
な
し
。（「
澪
標
」
②
二
七
九
頁
）

　

三
月
の
中
旬
に
姫
君
が
生
ま
れ
た
と
の
報
が
入
り
、
光
源
氏
は
ご
く
親

し
い
召
使
の
者
を
付
き
添
わ
せ
、ほ
か
に
情
報
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、

乳
母
を
派
遣
し
た
。そ
の
と
き
、光
源
氏
が
彼
の
唯
一
の
娘
の
た
め
に
、「
御

（
1
）

佩
刀
」を
乳
母
に
明
石
ま
で
送
っ
た
場
面
の
描
写
が
上
記
の
も
の
で
あ
る
。

明
石
姫
君
の
誕
生
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
研
究
が
積
み
重
ね

ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
物
語
世
界
に
お
い
て
、

通
過
儀
礼
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
、
論
考
が
い
く
つ
か
書

か
れ
、
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
き
た
。
明
石
姫
君
の
誕
生
に
当
た
っ
て
、

光
源
氏
か
ら
「
御
佩
刀
」
が
贈
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
早
く
も
古
注

釈
『
河
海
抄
』
に
「
長
和
二
年
七
月
十
六
日
降
誕
即
日
被
奉
御
剣
是
其
例

也
」
と
の
説
明
が
あ
る
も
の
の
、「
天
皇
で
は
な
い
」
臣
下
の
身
で
あ
る

光
源
氏
が
姫
君
に
御
佩
刀
を
送
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
十
分
に
明
ら

か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
研
究
史
に
お
い
て
も
問
題
視
さ
れ
て
き
た
と
い
う

の
が
実
情
で
あ
る
。

　

本
論
で
は
、
以
上
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ま
ず
、
平
安
中
期

に
成
立
し
た
古
記
録
で
の
皇
子
皇
女
の
誕
生
の
御
佩
刀
に
関
す
る
用
例
を

見
る
こ
と
で
、
御
佩
刀
が
如
何
に
通
過
儀
礼
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
れ
を
、
同
時
代
の
物
語
作
品
な
ど
の

御
佩
刀
の
用
例
と
比
較
し
な
が
ら
、『
源
氏
物
語
』「
澪
標
」
巻
に
お
い
て
、

臣
下
の
身
で
あ
る
光
源
氏
が
姫
君
の
誕
生
に
あ
た
り
、
な
ぜ
御
佩
刀
を

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

明
石
姫
君
の
誕
生
と
御
佩
刀

―
『
源
氏
物
語
』
か
ら
『
栄
花
物
語
』
へ
―

陳　
　

斐
寧
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贈
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
、
後
世
に

如
何
な
る
影
響
を
も
た
ら
す
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
二
、
皇
子
皇
女
誕
生
に
お
け
る
御
佩
刀
に
つ
い
て
―
―
古
記
録
か
ら

　

古
記
録
に
お
い
て
、「
皇
子
」
の
誕
生
に
あ
た
り
御
佩
刀
を
贈
っ
た
最

初
の
例
は
、『
九
暦
』
に
見
ら
れ
る
。

〔
史
料
１　

村
上
朝
〕『
九
暦
』
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
五
月
二
十
四

日
条
（
憲
平
親
王
の
誕
生
）

二
十
四
日
、
寅
剋
男
皇
子
誕
育
、
自
去
夜
子
剋
有
産
気
色
（
略
）
降

誕
之
後
、
即
野
釼
一
柄
・
犀
角
一
株
・
虎
首
一
頭
、
置
枕
上
為
護
〈
自

今
以
後
、
懐
任
皇
子
、
豫
先
可
儲
件
等
物
、
臨
其
時
雖
求
、
忽
難
具
〉

　

村
上
天
皇
の
女
御
安
子
が
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
五
月
に
憲
平
親
王
、

の
ち
の
冷
泉
天
皇
の
誕
生
の
と
き
に
、
村
上
天
皇
よ
り
、
前
例
の
な
い
待

遇
で
迎
え
入
れ
る
た
め
に
、
野
釼
・
犀
角
・
虎
首
の
よ
う
な
守
り
物
が
贈

ら
れ
、
こ
の
件
に
つ
い
て
、「
置
枕
上
為
護
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

『
九
暦
』
同
日
条
の
割
り
注
に
は
「
自
今
以
後
、
懐
任
皇
子
、
豫
先
可
儲

件
等
物
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
憲
平
親
王
の
誕
生
以
後
、
皇
子
を
懐
妊
し

た
際
、
予
め
野
釼
・
犀
角
・
虎
首
を
用
意
し
て
お
く
よ
う
に
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
、
憲
平
親
王
誕
生
に
際
し
て
の
「
野
釼
」
は
、
皇
子
皇
女

誕
生
の
際
の
御
佩
刀
の
先
例
と
看
做
し
て
よ
か
ろ
う
。

（
6
）

〔
史
料
２　

一
条
朝
〕

①
『
小
右
記
』
長
保
元
年
（
九
九
九
）
十
一
月
七
日
条
（
敦
康
親
王

の
誕
生
）

　

卯
刻
中
宮
産
男
子
（
略
）
主
上
以
右
近
中
将
成
信
（
＝
源
成
信
）

被
奉
御
釼
於
中
宮

②
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
九
月
十
一
日
（
敦
成

親
王
の
誕
生
）

　

午
時
平
安
男
子
産
給
（
略
）
従
内
賜
御
釼

③
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
十
一
月
二
十
五
日
（
敦

良
親
王
の
誕
生
）

　

辰
三
刻
、
男
皇
子
降
誕
給
（
略
）
巳
時
従
内
給
御
釼

　

史
料
２
は
一
条
朝
に
お
い
て
、
三
人
の
皇
子
（
敦
康
親
王
、
敦
成
親
王
、

敦
良
親
王
）
の
誕
生
を
め
ぐ
る
『
小
右
記
』『
御
堂
関
白
記
』
で
の
記
述

で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
一
条
朝
の
長
保
元
年
（
九
九
九
）
の
敦

康
親
王
の
時
か
ら
、「
主
上
」「
内
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
こ
か

ら
、
一
条
天
皇
が
「
天
皇
」
と
し
て
三
人
の
皇
子
に
そ
れ
ぞ
れ
御
佩
刀
を

贈
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

〔
史
料
３　

三
条
朝
〕

①
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）
七
月
六
日
（
禎
子
内

親
王
の
誕
生
）

　

八
日
、
戊
、
従
大
内
以
朝
経
朝
臣
給
御
釼
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②
『
小
右
記
』
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
十
月
七
日
（
敦
貞
親
王
の

誕
生
）

　

十
三
日
、
丙
寅
、
資
平
云
、
昨
日
式
部
卿
宮
（
＝
敦
明
親
王
）
妻

七
夜
、自
内
裏
以
左
少
将
経
親
〈
蔵
人
〉、被
遣
御
釼
并
御
馬
（
略
）

　

上
の
史
料
３
の
２
例
は
い
ず
れ
も
、三
条
天
皇
の
時
代
の
用
例
で
あ
る
。

ま
ず
は『
御
堂
関
白
記
』の
用
例
を
見
る
。
禎
子
内
親
王
の
例
は「
大
内
」、

つ
ま
り
天
皇
か
ら
御
佩
刀
を
贈
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。こ
の
記
事
か
ら
、

三
条
天
皇
は
、
村
上
天
皇
時
代
か
ら
天
皇
自
ら
御
佩
刀
を
贈
っ
た
先
例
を

踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
例
は
、『
栄
花
物
語
』
巻
第
十
一

で
は
、「
御
剣
い
つ
し
か
と
持
て
ま
ゐ
れ
り
。（
略
）
こ
れ
を
は
じ
め
た
る

例
に
な
り
ぬ
べ
し
」
と
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
が
「
皇
女
」
に
御
佩
刀

が
下
賜
さ
れ
た
初
例
で
あ
る
こ
と
が
古
注
釈
の
時
代
か
ら
す
で
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
禎
子
内
親
王
の
例
が
『
源
氏
物
語
』「
澪
標
」
巻
に

お
け
る
光
源
氏
が
明
石
姫
君
に
御
佩
刀
を
贈
る
行
為
を
考
え
る
と
き
、
よ

く
挙
げ
ら
れ
る
例
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
注
意
す
べ
き
は
、
禎

子
内
親
王
の
場
合
は
、
父
の
三
条
天
皇
が
「
天
皇
」
と
い
う
身
で
御
佩
刀

を
贈
っ
た
点
で
あ
り
、
こ
の
点
は
明
ら
か
に
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
賜

姓
源
氏
の
光
源
氏
の
身
分
と
違
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
て
、
次
の
用
例
を
見
て
み
よ
う
。
敦
貞
親
王
誕
生
の
例
で
あ
る
。
禎

子
内
親
王
が
誕
生
し
た
翌
年
、
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
敦
明
親
王
の
長

男
敦
貞
親
王
が
誕
生
し
た
と
き
に
、
父
親
の
敦
明
親
王
が
み
ず
か
ら
御
佩

刀
を
贈
る
の
で
は
な
く
、
祖
父
の
三
条
天
皇
が
内
裏
か
ら
孫
の
敦
貞
親
王

（
7
）

に
御
佩
刀
を
贈
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
御
佩
刀

を
贈
る
と
い
う
行
為
に
お
い
て
は
、
父
親
と
い
う
続
柄
よ
り
「
天
皇
」
と

い
う
身
分
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
用
例
の
検
討
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
村
上
天
皇
時
代
か
ら

天
皇
が
自
ら
の
血
脈
を
継
承
す
る
皇
子
に
御
佩
刀
を
下
賜
す
る
こ
と
が
慣

例
と
な
り
、
三
条
天
皇
の
代
ま
で
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら

に
天
皇
が
祖
父
の
立
場
と
し
て
、
孫
に
御
佩
刀
を
下
賜
す
る
例
も
見
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

〔
史
料
４　

後
一
条
朝
〕

①
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
七
月
二
十
日
（
嫄
子

女
王
の
誕
生
）

　

壬
戌
、
式
部
卿
宮
（
＝
敦
康
親
王
）
奉
送
野
釼
并
絹
百
疋

②
『
左
経
記
』
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
八
月
三
日
（
親
仁
親
王
の

誕
生
）

　

抑
御
産
則
自
東
宮
差
亮
公
成
朝
臣
、
遣
御
釼
云
々

③
『
左
経
記
』
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
十
二
月
九
日
（
章
子
内
親

王
の
誕
生
）

　

十
五
日
、
前
日
御
釼
持
来
勅
使
蔵
人
資
房

　

さ
て
、
史
料
４
は
後
一
条
天
皇
の
時
代
の
用
例
で
あ
る
。
ま
ず
は
、『
御

堂
関
白
記
』
長
和
五
年
嫄
子
女
王
誕
生
の
例
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
三
条

天
皇
が
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
一
月
に
譲
位
し
た
あ
と
、
後
一
条
天
皇
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が
即
位
し
た
の
だ
が
、
同
年
七
月
二
十
日
に
、
新
し
く
即
位
し
た
後
一
条

天
皇
の
異
母
兄
敦
康
親
王
の
長
女
、
嫄
子
女
王
が
誕
生
し
て
い
る
。
そ
の

際
に
、
嫄
子
女
王
に
御
佩
刀
を
贈
っ
た
人
物
は
、
村
上
朝
以
来
の
慣
例
と

な
っ
て
い
る
「
天
皇
」
で
は
な
い
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
嫄
子
女
王
の

父
、
つ
ま
り
、
後
一
条
天
皇
の
異
母
兄
敦
康
親
王
が
「
式
部
卿
」
と
い
う

身
で
、
娘
嫄
子
女
王
に
御
佩
刀
を
贈
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、『
左
経
記
』
に
よ
る
と
、
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
八
月
、

後
一
条
天
皇
の
同
母
弟
、敦
良
親
王
の
子
親
仁
親
王
が
誕
生
し
た
と
き
も
、

こ
れ
も
、
後
一
条
天
皇
が
御
佩
刀
を
下
賜
す
る
の
で
は
な
く
、
敦
良
親
王

が
あ
く
ま
で
も「
東
宮
」と
い
う
身
で
御
佩
刀
を
贈
っ
て
い
る
。
一
方
、『
左

経
記
』
万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
十
二
月
九
日
に
は
、
後
一
条
天
皇
の
長

女
、
章
子
内
親
王
が
誕
生
し
た
と
き
、
父
の
後
一
条
天
皇
が
皇
女
に
御
佩

刀
を
贈
っ
た
記
事
が
見
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
史
料
４
か
ら
、
村
上
天
皇
時
代
の
先
例
で
あ
る
「
天
皇

か
ら
の
」
御
佩
刀
下
賜
は
、後
一
条
天
皇
の
代
よ
り
の
嫄
子
女
王
の
誕
生
・

親
仁
親
王
の
誕
生
と
い
う
両
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
天
皇
自
ら
贈
る
の

で
は
な
く
、皇
統
譜
か
ら
出
身
し
た
皇
子
が
み
ず
か
ら
「
式
部
卿
」「
東
宮
」

と
い
う
身
で
継
承
者
に
御
佩
刀
を
贈
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
変
化
が
生
じ

て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
用
例
を
ふ
ま
え
、
後
掲
の
表
一
に
そ
う
し
た
変
化

を
ま
と
め
た
。こ
の
よ
う
に
、歴
史
上
に
お
け
る
史
実
を
見
て
き
た
が
、『
源

氏
物
語
』「
澪
標
」
に
お
け
る
「
明
石
姫
君
の
誕
生
」
の
い
わ
ば
「
実
例
」

に
つ
い
て
、
古
来
、
禎
子
内
親
王
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
の
だ
が
、
し

か
し
、
三
条
天
皇
が
天
皇
と
い
う
身
分
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
む
し

ろ
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
七
月
二
十
日
で
の
、
嫄
子
女
王
の
誕
生
の
状

況
の
ほ
う
が
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
光
源
氏
が
置
か
れ
た
状
況
に
近

い
こ
と
が
こ
こ
か
ら
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
、
嫄
子
女
王
と
明
石
姫
君
の
系
図
を
示
せ
ば
、
以
下
の
よ
う
に

な
る
。

　
【
史　
　

実
】
一
条
天
皇
―
―
―
敦
康
親
王
―
―
―
嫄
子
女
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

―
―
後
一
条
天
皇

　　
【
源
氏
物
語
】　 

桐
壷
帝
―
―
―
光
源
氏
―
―
―
明
石
姫
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

―
―
朱
雀
帝

　

村
上
天
皇
時
代
か
ら
の
先
例
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
御
佩
刀
を
贈
る
行

為
は
「
天
皇
」
が
な
す
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
嫄
子
女
王
の
場
合
は
後
一

条
天
皇
で
は
な
く
、
天
皇
の
異
母
兄
の
敦
康
親
王
が
娘
に
御
佩
刀
を
贈
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
明
石
姫
君
の
誕
生
の

時
、
朱
雀
帝
で
は
な
く
、
異
母
弟
の
光
源
氏
が
自
ら
御
佩
刀
を
贈
っ
て
い

る
構
図
と
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
両
例
と
も
、
異
母
兄
弟
の
即
位

に
よ
っ
て
、
即
位
の
可
能
性
が
薄
く
な
る
敦
康
親
王
と
光
源
氏
が
娘
に
御

佩
刀
を
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
考
え
て
、
明
石
姫
君
に
御
佩
刀

を
贈
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
敦
康
親
王
が
娘
嫄
子
女
王
に
御
佩
刀

を
贈
っ
た
実
例
か
ら
解
釈
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
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三
、
物
語
に
お
け
る
御
佩
刀

　

そ
れ
で
は
、「
御
佩
刀
」
の
下
賜
に
関
し
、
古
記
録
以
外
に
同
時
代
の

物
語
文
学
の
用
例
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。『
源
氏
物
語
』に
お
い
て
は
、

「
明
石
の
姫
君
」
の
例
以
外
に
、「
御
佩
刀
」
の
下
賜
の
例
が
も
う
一
つ
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
源
氏
物
語
』「
宿
木
」
巻
で
の
、中
の
君
が
男
子
を
出
産
し
た
と
き
の
、

以
下
の
よ
う
な
描
写
で
あ
る
。「
内
裏
に
も
聞
こ
し
め
し
て
、「
宮
の
は
じ

め
て
大
人
び
た
ま
ふ
な
る
に
は
、
い
か
で
か
」
と
の
た
ま
は
せ
て
、
御
佩

刀
奉
ら
せ
た
ま
へ
り
」（「
宿
木
」
⑤
）
四
六
一
頁
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は

「
御
佩
刀
奉
ら
せ
た
ま
へ
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
帝
か
ら
若
君
に
御
佩

刀
を
贈
っ
た
描
写
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
記
述
は
、史
実
上
に
お
け
る
、

村
上
天
皇
時
代
か
ら
「
天
皇
」
み
ず
か
ら
「
御
佩
刀
」
を
贈
る
と
い
う
先

例
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
匂
宮
の
若
宮
の
例
だ
け
で
は
な
く
、
平

安
後
期
の
物
語
で
あ
る
『
夜
の
寝
覚
』『
狭
衣
物
語
』
を
見
て
も
、「
御
佩

刀
」
と
は
殆
ど
帝
か
ら
の
下
賜
で
あ
る
と
す
る
描
写
が
確
認
で
き
る
。
例

え
ば
、『
夜
の
寝
覚
』
巻
五
に
「
内
に
も
、
御
思
ひ
の
ほ
ど
な
れ
ど
、
例

あ
る
こ
と
は
忍
び
や
か
に
、
御
佩
刀
な
ど
賜
は
せ
て
も
、（
略
）」（
五
三
四

頁
）
と
描
か
れ
て
お
り
、督
の
君
に
皇
子
が
誕
生
し
た
と
き
内
裏
か
ら
「
御

佩
刀
」
が
下
賜
さ
れ
た
描
写
が
あ
る
。
ま
た
、『
狭
衣
物
語
』
に
は
、
こ

う
し
た
描
写
が
２
例
見
ら
れ
る
。『
狭
衣
物
語
』
巻
二
に
「
内
裏
の
御
使

返
り
ま
ゐ
り
て
、「
か
く
」
と
奏
す
れ
ば
、「
う
れ
し
」
と
聞
か
せ
た
ま
ひ

（
8
）

て
、
御
佩
刀
や
例
の
作
法
ど
も
あ
り
け
り
」（
①
「
巻
二
」
二
一
八
頁
）

と
あ
り
、
狭
衣
と
女
二
の
宮
の
密
通
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
若
宮
に
は
、
嵯

峨
帝
よ
り
「
御
佩
刀
」
が
下
賜
さ
れ
、そ
の
喜
び
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

『
狭
衣
物
語
』
巻
四
に
も
「
内
裏
に
は
、
い
か
に
も
い
か
に
も
、
ま
だ
な

ら
は
せ
た
ま
は
ぬ
こ
と
な
れ
ば
、
御
佩
刀
や
何
や
扱
は
せ
た
ま
ふ
も
、
珍

し
う
う
れ
し
き
こ
と
に
ぞ
思
し
め
し
た
る
」（
②
「
巻
四
」
二
五
一
頁
）

と
あ
り
、後
一
条
帝
と
女
一
の
宮
の
間
に
生
ま
れ
た
皇
女
に
、帝
か
ら
「
御

佩
刀
」
が
下
賜
さ
れ
た
場
面
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、『
源
氏
物
語
』
の
匂
宮
の
皇
子
の
例
、『
夜
の
寝
覚
』
の
皇

子
の
例
、
そ
し
て
『
狭
衣
物
語
』
に
お
け
る
若
宮
と
後
一
条
帝
の
皇
女
の

例
か
ら
見
れ
ば
、
物
語
中
に
お
け
る
御
佩
刀
は
、
お
よ
そ
「
帝
」
み
ず
か

ら
贈
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
は
歴
史
上
に
お
い
て
、
村
上
天
皇
時
代
か

ら
、「
天
皇
」
み
ず
か
ら
子
孫
に
御
佩
刀
を
贈
る
先
例
を
踏
ま
え
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
用
例
か
ら
、『
源
氏
物
語
』
の
、「
臣
下
」
で

あ
る
光
源
氏
が
明
石
姫
君
に
御
佩
刀
を
贈
る
設
定
の
異
様
さ
を
一
層
、
照

ら
し
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
四
、『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
御
佩
刀
と
誕
生

　

さ
て
、
次
は
、『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
誕
生
の
御
佩
刀
に
関
す
る
用

例
を
検
討
し
て
み
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
誕
生

の
御
佩
刀
の
用
例
は
、
12
例
見
ら
れ
る
。
各
条
の
内
容
を
簡
単
に
述
べ
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
9
）

（
10
）
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①　

巻
一
「
月
の
宴
」（
広
平
親
王
の
誕
生
）

�

（『
栄
花
物
語
①
』
二
四
頁
）

あ
な
め
で
た
、
い
み
じ
と
の
の
し
り
た
り
。
内
よ
り
も
御
剣
よ
り
は

じ
め
て
、
例
の
御
作
法
の
事
ど
も
に
て
、
も
て
な
し
き
こ
え
た
ま
ふ
。

②　

巻
一
「
月
の
宴
」（
憲
平
親
王
の
誕
生
）

�

（『
栄
花
物
語
①
』
二
五
頁
）

天
暦
四
年
五
月
二
十
四
日
に
、
九
条
殿
の
女
御
、
男
御
子
生
み
た
て

ま
つ
り
た
ま
ひ
つ
。
内
よ
り
は
い
つ
し
か
と
御
剣
も
て
ま
ゐ
り
、
お

ほ
か
た
御
有
様
心
こ
と
に
め
で
た
し
。

③　

巻
二
「
花
山
た
づ
ぬ
る
中
納
言
」（
懐
仁
親
王
の
誕
生
）

�

（『
栄
花
物
語
①
』
一
〇
三
頁
）

内
に
ま
づ
奏
せ
さ
せ
た
ま
へ
れ
ば
、
御
剣
奉
ら
せ
た
ま
ふ
ほ
ど
ぞ
、

え
も
い
は
ず
め
で
た
き
御
気
色
な
る
や
。

④　

巻
五
「
浦
々
の
別
」（
敦
康
親
王
の
誕
生
）

�

（『
栄
花
物
語
①
』
二
八
三
頁
）

上
に
奏
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
御
剣
も
て
参
る
。

⑤　

巻
八
「
は
つ
は
な
」（
敦
成
親
王
の
誕
生
）

�

（『
栄
花
物
語
①
』
四
〇
三
頁
）

ま
こ
と
に
内
よ
り
御
剣
す
な
は
ち
持
て
ま
ゐ
り
た
り
。
御
使
に
は
頼

定
の
中
将
な
り
。

⑥　

巻
八
「
は
つ
は
な
」（
敦
良
親
王
の
誕
生
）

�

（『
栄
花
物
語
①
』
四
四
〇
頁
）

内
に
も
聞
し
め
し
て
、い
つ
し
か
と
御
剣
あ
り
。
す
べ
て
何
ご
と
も
、

た
だ
は
じ
め
の
例
を
一
つ
違
へ
ず
引
か
せ
た
ま
ふ
。

⑦　

巻
十
一
「
つ
ぼ
み
花
」（
禎
子
内
親
王
の
誕
生
）

�

（『
栄
花
物
語
②
』
二
三
頁
）

内
に
は
、
け
ざ
や
か
に
奏
せ
さ
せ
た
ま
は
ね
ど
、
お
の
づ
か
ら
聞
し

め
し
つ
。
御
剣
い
つ
し
か
と
持
て
ま
ゐ
れ
り
。
例
は
女
に
お
は
し
ま

す
に
は
御
剣
は
な
き
を
、
何
ご
と
も
今
の
世
の
有
様
は
、
さ
き
ざ
き

の
例
を
引
か
せ
た
ま
ふ
べ
き
に
あ
ら
ね
ば
、
こ
と
の
ほ
か
に
め
で
た

け
れ
ば
、
こ
れ
を
は
じ
め
た
る
例
に
な
り
ぬ
べ
し
。

⑧　

巻
二
四
「
わ
か
ば
え
」（
通
房
の
誕
生
）

�

（『
栄
花
物
語
②
』
四
四
二
頁
）

殿
（
＝
頼
通
）
聞
し
め
す
に
、
あ
さ
ま
し
き
ま
で
思
さ
れ
て
、
御
剣

な
ど
遣
は
す
ほ
ど
ぞ
め
で
た
き
や
。

⑨　

巻
二
六
「
楚
王
の
ゆ
め
」（
親
仁
親
王
の
誕
生
）

�

（『
栄
花
物
語
②
』
五
〇
一
頁
）

さ
て
東
宮
よ
り
、
い
つ
の
ほ
ど
か
と
見
ゆ
る
ま
で
、
御
剣
も
て
ま
ゐ

り
た
る
ほ
ど
、
い
み
じ
う
い
つ
し
か
と
思
し
め
し
た
り
。

⑩　

巻
二
八
「
わ
か
み
づ
」（
章
子
内
親
王
の
誕
生
）

�

（『
栄
花
物
語
③
』
八
三
頁
）

内
に
も
聞
し
め
し
て
、（
略
）か
へ
す
が
へ
す
も
聞
え
さ
せ
た
ま
ひ
て
、

御
剣
持
て
ま
ゐ
り
た
り
。

⑪　

巻
三
八
「
松
の
し
づ
え
」（
実
仁
親
王
の
誕
生
）

�

（『
栄
花
物
語
③
』
四
二
九
頁
）

内
の
御
使
、
宮
の
御
使
、
わ
れ
ま
づ
奏
せ
ん
わ
れ
ま
づ
奏
せ
ん
と
ぞ
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急
ぎ
参
る
。（
略
）
源
中
納
言
の
四
位
少
将
家
賢
、
御
剣
持
て
ま
ゐ

る
を
、（
略
）

　

こ
れ
ら
は
『
栄
花
物
語
』
に
描
か
れ
る
御
佩
刀
の
用
例
を
古
い
順
に
並

べ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、『
栄
花
物
語
』
の
用
例
を
後
掲
の
【
表
二
】

に
記
す
。
こ
の
11
例
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、『
栄
花
物
語
』
⑧
番
の
巻

二
四
「
わ
か
ば
え
」
に
お
け
る
通
房
の
誕
生
で
の
「
殿
」
つ
ま
り
、
関
白

頼
通
が
御
佩
刀
を
贈
る
記
事
と
、
⑨
番
の
巻
二
六
「
楚
王
の
ゆ
め
」
に
お

け
る
親
仁
親
王
の
誕
生
で
の
、「
東
宮
」
つ
ま
り
、
後
一
条
天
皇
の
弟
、

敦
良
親
王
が
御
佩
刀
を
贈
る
記
事
、
こ
の
２
例
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
皇

子
皇
女
の
誕
生
の
と
き
に
、「
内
」
つ
ま
り
天
皇
か
ら
の
「
御
佩
刀
下
賜
」

が
執
り
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
栄
花
物
語
』
を
見
る
か
ぎ
り
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
用
例
で
、「
御
佩
刀
」

と
は
、
在
位
中
の
天
皇
が
皇
子
皇
女
が
誕
生
し
た
と
き
、
自
分
の
「
血
脈
」

を
継
承
す
る
皇
子
、
皇
女
に
下
賜
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
村
上
朝
以
来
の
史
実
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
記
述
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　

だ
が
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
⑧
番
、
巻
二
四
「
わ
か
ば
え
」

通
房
の
例
で
あ
る
。
藤
原
頼
通
の
嫡
男
、藤
原
通
房
の
誕
生
に
関
し
て
は
、

『
栄
花
物
語
』
に
、
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
正
月
十
一
日
に
、「
対
の
君
」

源
憲
定
女
が
通
房
を
産
む
と
き
、「
御
剣
な
ど
遣
は
す
ほ
ど
ぞ
め
で
た
き

や
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
御
佩
刀
」
を
贈
っ
た
の
が
頼
通
で
あ
っ

た
。

　

こ
れ
ま
で
、「
御
佩
刀
」
下
賜
は
、
お
よ
そ
、（
一
）
天
皇
が
皇
子
・
皇

子
あ
る
い
は
皇
孫
、（
二
）
皇
統
譜
か
ら
出
身
し
た
皇
子
が
子
に
御
佩
刀

を
贈
る
も
の
だ
と
、
古
記
録
や
物
語
に
お
い
て
語
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、

万
寿
二
年
の
通
房
の
誕
生
に
あ
た
っ
て
は
、
頼
通
が
摂
関
家
と
い
う
出
身

で
通
房
に
「
御
佩
刀
」
を
贈
っ
た
の
で
あ
る
。
頼
通
が
通
房
に
御
佩
刀
を

贈
る
例
は
、
そ
れ
ま
で
の
古
記
録
と
物
語
の
用
例
に
当
て
は
ま
ら
な
い
異

例
な
も
の
で
あ
る
点
が
興
味
深
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
万
寿
二
年
の
頼

通
は
、
関
白
左
大
臣
の
身
分
で
は
あ
る
が
、
彼
は
ま
ず
（
一
）
天
皇
で
は

な
く
、さ
ら
に（
二
）皇
統
譜
か
ら
出
身
し
た
皇
子
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

頼
通
は
、
歴
史
上
に
お
い
て
「
皇
統
譜
」
か
ら
の
出
身
者
が
そ
の
継
承

者
に
「
御
佩
刀
」
を
贈
る
は
ず
で
あ
っ
た
行
為
を
、
摂
関
家
の
人
間
と
し

て
な
し
て
い
る
。
で
は
な
ぜ
、
摂
関
家
の
頼
通
が
わ
ざ
わ
ざ
通
房
に
御
佩

刀
を
贈
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
先
例
を
い
っ
た
い
ど
こ
に
も
と
め
れ

ば
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
五
、「
対
の
君
」
と
「
明
石
の
君
」
の
相
似
性

　

こ
こ
で
、
改
め
て
想
起
す
べ
き
な
の
は
、『
源
氏
物
語
』
明
石
姫
君
の

例
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
明
石
姫
君
に
「
御
佩
刀
」
を
贈
っ
た
時
の

光
源
氏
は
「
皇
統
譜
」
か
ら
弾
き
出
さ
れ
た
、
臣
下
の
身
分
で
あ
る
。
頼

通
が
通
房
に
御
佩
刀
を
贈
る
先
例
を
求
め
る
な
ら
ば
、
ほ
か
な
ら
ぬ
『
源

氏
物
語
』
の
光
源
氏
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
光
源
氏
と

頼
通
は
、
二
人
と
も
「
皇
統
譜
」
を
継
承
す
る
こ
と
も
な
く
、
親
王
な
ど

（
11
）
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と
い
う
身
分
で
も
な
い
臣
下
の
身
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
明
石
姫
君
の
生
母
、
明
石

君
に
関
す
る
描
写
を
見
て
み
よ
う
。『
源
氏
物
語
』「
常
夏
」
巻
に
は
、
明

石
姫
君
を
め
ぐ
っ
て
以
下
の
よ
う
な
叙
述
が
見
ら
れ
る
。

劣
り
腹
な
れ
ど
、
明
石
の
お
も
と
の
産
み
出
で
た
る
は
し
も
、
さ
る

世
に
な
き
宿
世
に
て
、
あ
る
や
う
あ
ら
む
と
、
お
ぼ
ゆ
か
し
。

�

（「
常
夏
」
③
二
二
九
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、明
石
姫
君
は
「
劣
り
腹
」
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
て
、
一
方
通
房
の
誕
生
を
め
ぐ
る
内
容
を
『
栄
花
物
語
』
か
ら
見
て

み
よ
う
。『
栄
花
物
語
』
巻
二
四
「
わ
か
ば
え
」
で
は
、
以
下
の
よ
う
な

描
写
も
見
ら
れ
る
。

関
白
殿
年
ご
ろ
御
子
と
い
ふ
も
の
持
た
せ
た
ま
は
ぬ
嘆
き
を
、
入
道

殿
、
上
ま
で
に
思
し
め
し
た
る
に
、
故
式
部
卿
宮
の
御
子
の
右
衛
門

督
は
、（
略
）
有
国
の
宰
相
の
女
の
腹
に
女
子
二
人
生
ま
せ
た
ま
へ

り
し
を
、（
略
）
姉
君
は
致
仕
の
大
納
言
の
御
子
の
則
理
を
語
ら
ひ

た
り
け
る
ほ
ど
に
、
尾
張
守
に
な
り
に
け
れ
ば
、
尾
張
へ
い
に
け
り
、

お
と
と
の
君
は
わ
ざ
と
名
も
つ
け
さ
せ
た
ま
は
で
、
た
だ
住
み
た
ま

ふ
ま
ま
に
、
対
の
君
と
ぞ
召
し
け
る
、
こ
の
君
に
殿
お
の
づ
か
ら
睦

ま
じ
く
な
ら
せ
た
ま
ひ
に
け
り
。

�

（
②
「
わ
か
ば
え
」
四
四
〇
頁
、
四
四
一
頁
）

と
あ
り
、
憲
定
が
有
国
女
に
通
い
、
女
子
二
人
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
次
女

が
「
対
の
君
」
と
呼
ば
れ
、
頼
通
の
男
児
を
出
産
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
憲
定
女
「
対
の
君
」
が
「
殿
の
御
ま
か
な
ひ
、
御
髪
ま
ゐ
り
な
ど

に
二
所
な
が
ら
さ
ぶ
ら
は
せ
た
ま
ふ
ほ
ど
に
」（
②
「
わ
か
ば
え
」

四
四
〇
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
女
は
頼
通
に
食
事
や
理
髪
に
奉
仕
す
る

地
位
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
め
ざ
ま
し
げ
な
る
御
気

色
か
た
は
ら
い
た
く
て
、
や
う
や
う
里
が
ち
に
な
り
ゆ
け
ば
」（
②
「
わ

か
ば
え
」
四
四
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
正
妻
隆
姫
が
不
快
の
な
か
、
頼

通
の
嫡
男
通
房
が
「
劣
り
腹
」
の
「
対
の
君
」
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
つ
ぎ
の
描
写
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。「
対
の
君
」
が
通
房
を

出
産
し
た
と
き
、『
栄
花
物
語
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
面
白
い
描
写
が
み

ら
れ
る
。

殿
は
か
た
は
ら
い
た
く
て
、
御
み
づ
か
ら
は
え
お
は
し
ま
さ
ね
ど
、

お
ぼ
つ
か
な
さ
の
御
使
し
き
り
な
り
け
り
。

�

（
②
「
わ
か
ば
え
」
四
四
〇
頁
、
四
四
一
頁
）

　

こ
こ
で
は
、
頼
通
が
正
妻
隆
姫
に
対
す
る
遠
慮
か
ら
自
分
自
身
で
は
外

出
す
る
こ
と
な
く
、「
お
ぼ
つ
か
な
さ
の
御
使
」
を
差
し
向
け
て
い
る
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
通
房
の
誕
生
に
お
け
る
頼
通
の
境
遇
と
類
似
し

た
描
写
は
、『
源
氏
物
語
』
の
光
源
氏
に
も
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
明
石
の
姫
君
が
誕
生
し
た
時
を
め
ぐ
る
描
写
に
は
、
以
下
の
よ
う

な
内
容
が
あ
る
。

公
私
い
そ
が
し
き
紛
れ
に
、
え
思
す
ま
ま
に
も
と
ぶ
ら
ひ
た
ま
は
ざ

り
け
る
を
、
三
月
朔
日
の
ほ
ど
、
こ
の
こ
ろ
や
と
思
し
や
る
に
、
人

知
れ
ず
あ
は
れ
に
て
、
御
使
あ
り
け
り
。（
②
「
澪
標
」
二
七
五
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
明
石
姫
君
の
誕
生
で
、
光
源
氏
も
周
囲
に
遠
慮
し
な
が

ら
、み
ず
か
ら
見
舞
い
に
行
か
な
い
代
わ
り
に
使
者
を
派
遣
し
、「
御
佩
刀
」
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を
贈
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
栄
花
物
語
』
と
『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て

頼
通
と
光
源
氏
を
め
ぐ
る
境
遇
の
描
写
が
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、ま
た
、例
え
ば
通
房
の
養
育
に
関
し
て
は
、『
栄

花
物
語
』
は
以
下
の
よ
う
に
叙
述
し
て
い
る
。

か
く
て
、
関
白
殿
の
若
君
、
こ
の
月
二
十
八
日
に
大
殿
に
渡
ら
せ
た

ま
ふ
。
そ
の
夜
の
有
様
思
ひ
や
る
べ
し
。
い
と
わ
ざ
と
、
ま
こ
と
に

こ
と
ご
と
し
う
も
て
な
さ
せ
た
ま
へ
り
。
殿
や
上
な
ど
土
御
門
殿
に

待
ち
迎
へ
、
い
み
じ
く
う
つ
く
し
み
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
。（
略
）

大
宮
、
土
御
門
殿
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
つ
ね
に
迎
へ
た
て
ま
つ
ら
せ

た
ま
ひ
て
、
抱
き
う
つ
く
し
ま
せ
た
ま
ふ
。

�

（
②
「
わ
か
ば
え
」
四
五
九
頁
）

と
あ
り
、
以
上
の
描
写
に
よ
る
と
、「
劣
り
腹
」
の
通
房
が
憲
定
女
の
も

と
で
養
育
す
る
の
で
は
な
く
、
道
長
の
土
御
門
殿
で
養
育
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
道
長
、
倫
子
ま
た
大
宮
の
彰
子
に
可
愛
が
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
明
石
姫
君
の
場
合
は
、『
源
氏
物
語
』「
松
風
」
巻
に
以
下
の
描
写

が
あ
る
。

「
い
か
に
せ
ま
し
。
隠
ろ
へ
た
る
さ
ま
に
て
生
ひ
出
で
む
が
、
心
苦

し
う
口
惜
し
き
を
、
二
条
院
に
渡
し
て
、
心
の
ゆ
く
限
り
も
て
な
さ

ば
、
後
の
お
ぼ
え
も
罪
免
れ
な
む
か
し
」
と
思
ほ
せ
ど
、（
略
）

�

（
②
「
松
風
」
四
〇
四
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
将
来
の
入
内
す
る
時
の
世
評
の
た
め
、「
劣
り
腹
」
の

明
石
姫
君
を
二
条
院
で
養
育
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

結
局
は
「
児
を
わ
り
な
う
ら
う
た
き
も
の
に
し
た
ま
ふ
御
心
な
れ
ば
、
得

て
抱
き
か
し
づ
か
ば
や
、
と
思
す
」（
②
「
松
風
」
四
一
三
頁
）
と
記
さ

れ
る
よ
う
に
、
明
石
姫
君
は
紫
上
に
可
愛
が
ら
れ
、
二
条
院
の
も
と
で
養

育
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
明
石
姫
君
の
誕
生
と
『
栄
花
物
語
』

に
お
け
る
通
房
の
誕
生
に
際
し
て
、
光
源
氏
と
頼
通
が
同
じ
「
劣
り
腹
」

の
出
身
の
子
供
に
直
面
す
る
境
遇
は
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま

ず
注
意
す
べ
き
は
、
光
源
氏
と
頼
通
が
、
同
じ
「
劣
り
腹
」
の
通
房
と
明

石
姫
君
に
対
し
て
、わ
ざ
わ
ざ
御
佩
刀
を
贈
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
『
源
氏
物
語
』
の
な
か
で
、「
御
子
三
人
、
帝
、
后
必
ず
並
び
て
生
ま
れ

た
ま
ふ
べ
し
。
中
の
劣
り
は
、
太
政
大
臣
に
て
位
を
極
む
べ
し
と
勘
へ
申

し
た
り
し
こ
と
、
さ
し
て
か
な
ふ
な
め
り
。」（
②
「
澪
標
」
二
百
七
十
五

頁
）と
物
語
の
叙
述
に
あ
る
よ
う
に
、「
明
石
の
姫
君
」は
、将
来
必
ず「
后
」

と
な
る
と
約
束
さ
れ
て
い
る
身
で
あ
る
が
、
し
か
し
、「
後
の
世
に
人
の

言
ひ
伝
へ
ん
、い
ま
一
際
人
わ
ろ
き
瑕
に
や
、」（
②
「
松
風
」
三
九
〇
頁
）

と
も
さ
れ
、「
劣
り
腹
」
の
生
母
か
ら
生
ま
れ
た
「
明
石
の
姫
君
」
が
「
瑕
」

で
あ
る
と
『
源
氏
物
語
』
の
な
か
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、『
源
氏
物
語
』「
薄
雲
」
巻
に
、「
い
か
に
ぞ
や
、
人
の
思
ふ

べ
き
瑕
な
き
こ
と
は
、
こ
の
わ
た
り
に
出
で
お
は
せ
で
、
と
口
惜
し
く
思

さ
る
」（
②
「
薄
雲
」
四
二
五
頁
）
と
あ
り
、
光
源
氏
が
高
貴
な
身
分
の

女
性
に
「
瑕
な
き
」
子
が
生
ま
れ
な
い
か
と
憂
慮
し
て
い
る
描
写
が
見
ら

れ
る
。
こ
う
し
て
み
れ
ば
、『
源
氏
物
語
』
の
な
か
で
、
高
貴
な
身
分
で

の
「
瑕
な
き
」
子
が
如
何
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
か
（
逆
に
い
え
ば
「
瑕
」

の
あ
る
子
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
か
）
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
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に
、「
劣
り
腹
」
と
い
う
「
瑕
」
を
持
ち
な
が
ら
、
生
ま
れ
て
き
た
「
明

石
の
姫
君
」
に
光
源
氏
が
わ
ざ
わ
ざ
「
御
佩
刀
」
を
贈
っ
た
理
由
と
し
て
、

そ
の
出
身
の
「
瑕
」
を
補
填
す
る
と
い
う
理
由
が
想
定
で
き
る
。

　
「
御
佩
刀
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
皇
統
譜
」

の
「
血
脈
」
を
受
け
継
ぐ
者
に
贈
る
「
印
」
と
し
て
そ
の
子
の
将
来
を
保

証
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
歴
史
的
文
脈
を
参
照
す
れ
ば
、
光
源
氏

が
「
明
石
の
姫
君
」
の
出
身
を
格
上
げ
し
、
さ
ら
に
「
劣
り
腹
」
の
姫
君

の
将
来
を
保
証
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ

る
。

　

さ
て
、
先
に
、
通
房
が
誕
生
し
た
時
を
め
ぐ
る
描
写
が
『
源
氏
物
語
』

と
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
『
源
氏
物

語
』
の
叙
述
を
参
照
す
れ
ば
、通
房
が
誕
生
し
た
と
き
頼
通
が
「
劣
り
腹
」

の
通
房
に
「
御
佩
刀
」
を
贈
っ
た
行
為
に
つ
い
て
、
頼
通
も
ま
た
光
源
氏

の
先
例
に
倣
い
「
劣
り
腹
」
の
通
房
を
格
上
げ
す
る
た
め
に
「
御
佩
刀
」

を
贈
っ
た
の
だ
と
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
叙
述
上
の
類
似
は
、『
栄

花
物
語
』
の
作
者
が
、
歴
史
に
お
け
る
「
御
佩
刀
」
を
贈
る
と
い
う
行
為

の
儀
礼
的
な
意
味
を
理
解
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、「
劣
り
腹
」
で
あ
る

通
房
の
誕
生
に
つ
い
て
『
源
氏
物
語
』
と
類
似
し
た
描
き
方
を
な
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
将
来
、
摂
関
家
を
継
承
す
る
「
劣
り
腹
」
の
通
房
を
「
明
石

の
姫
君
」
と
同
様
に
そ
の
身
分
を
格
上
げ
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ

る
と
解
釈
で
き
る
。

　

既
に
、
福
長
進
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、「『
源
氏
物
語
』
が
虚
実
を
織
り

交
ぜ
て
あ
り
得
べ
き
歴
史
を
書
い
た
こ
と
が
『
栄
花
物
語
』
を
誕
生
さ
せ

た
。」
こ
と
が
研
究
史
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
『
栄

花
物
語
』
の
歴
史
叙
述
は
「
出
来
事
間
の
客
観
的
関
係
す
ら
無
視
し
た
組

み
か
え
が
な
さ
れ
」
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
敦
康
親

王
の
誕
生
を
伊
周
、
隆
家
の
召
還
理
由
と
」
し
た
の
は
「『
源
氏
物
語
』

の
光
源
氏
召
還
の
論
理
に
よ
っ
て
」
で
あ
る
。
福
長
氏
が
述
べ
る
よ
う
に

「『
栄
花
物
語
』
が
歴
史
表
象
を
ど
の
よ
う
に
創
造
し
て
い
る
か
を
広
い
視

野
か
ら
明
ら
か
に
す
る
」
必
要
が
有
る
が
、
先
に
述
べ
た
「
劣
り
腹
」
で

あ
る
通
房
の
誕
生
を
、『
源
氏
物
語
』
と
類
似
し
た
叙
法
で
描
く
こ
と
は
、

そ
う
し
た
歴
史
表
象
の
創
造
の
一
つ
の
例
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
、『
栄
花
物
語
』
は
、『
源
氏
物
語
』
の
虚
構
の
世
界
と
頼
通

の
現
実
の
世
界
、
こ
の
二
つ
を
重
ね
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
当
時
の
歴

史
的
な
文
脈
を
重
層
的
に
浮
上
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
六
、
結
び
に
か
え
て

　

以
上
の
よ
う
に
、
平
安
中
期
に
成
立
し
た
古
記
録
で
の
皇
子
皇
女
の
誕

生
の
御
佩
刀
に
関
す
る
用
例
を
通
し
て
、「
御
佩
刀
」
が
如
何
に
通
過
儀

礼
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

　

ま
ず
、『
源
氏
物
語
』の
主
人
公
、光
源
氏
が
明
石
姫
君
に
御
佩
刀
を
贈
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
史
実
に
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
七
月
二
十
日
に
、

敦
康
親
王
が
「
式
部
卿
」
と
い
う
の
身
で
、
嫄
子
女
王
に
御
佩
刀
を
贈
っ

た
実
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、虚
構
で
あ
る
『
源
氏
物
語
』

で
示
さ
れ
た
構
図
が
、『
栄
花
物
語
』
に
お
い
て
頼
通
が
「
劣
り
腹
」
の

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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通
房
を
摂
関
家
の
後
継
者
と
し
て
格
上
げ
す
る
た
め
に
取
り
入
れ
ら
れ
、

そ
の
歴
史
叙
述
が
享
受
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
一
つ
の
先
例
と
し
て
定
着
し

て
い
く
。
こ
の
先
例
は
、
憲
定
女
「
対
の
君
」
が
通
房
を
生
ん
だ
際
に
、

摂
関
家
の
頼
通
が
御
佩
刀
を
贈
る
こ
と
を
通
し
て
、「
劣
り
腹
」
の
後
継

者
の
「
瑕
」
を
補
填
す
る
も
の
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
興
味
ぶ
か
い

現
象
は
、
虚
構
の
論
理
が
現
実
に
模
倣
さ
れ
、
歴
史
の
中
で
享
受
さ
れ
た

ひ
と
つ
の
例
と
言
え
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

※
古
記
録
の
引
用
本
文
に
つ
い
て
は
、『
九
暦
』『
小
右
記
』『
御
堂
関
白
記
』

に
関
し
て
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
纂「
大
日
本
古
記
録
」（
岩
波
書
店
）

に
よ
る
。『
左
経
記
』
に
関
し
て
は
増
補
史
料
大
成
刊
行
会
「
増
補
史
料

大
成
」（
臨
川
書
店
）
を
使
用
し
た
。
な
お
、
本
文
の
割
注
は
、
山
括
弧

で
括
っ
て
示
し
た
。

　
　
注

（
１
）『
源
氏
物
語
』
の
引
用
は
、
阿
部
秋
生
氏
・
秋
山
虔
氏
・
今
井
源
衛
氏
校
注
、

日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』（
小
学
館
）
に
よ
る
。
括
弧
内
の
算
用

数
字
は
巻
数
、
漢
数
字
は
頁
数
を
表
す
。
ま
た
、
適
宜
、
私
に
網
掛
け
線

を
付
す
。
以
下
同
様
。

（
２
）『
源
氏
物
語
必
携
』（
学
燈
社
、
一
九
七
八
年
）、『
新
・
源
氏
物
語
必
携
』（
学

燈
社
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
「
明
石
」「
澪
標
」
巻
の
参
考
文
献
を
参
照
。

他
に
日
向
一
雅
氏
『
源
氏
物
語
の
主
題
―
―
「
家
」
の
遺
志
と
宿
世
の
物

語
の
構
造
―
―
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
三
年
）、
植
田
恭
代
氏
「
明
石
姫
君

誕
生
の
儀
礼
と
和
歌
」（『
源
氏
物
語
と
儀
礼
』武
蔵
野
書
院
、二
〇
一
二
年
）、

高
橋
麻
織
氏
「『
源
氏
物
語
』
冷
泉
帝
主
催
の
七
夜
の
産
養
」（『
中
古
文
学
』

二
〇
一
四
年
五
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
服
藤
早
苗
・
小
嶋
菜
温
子
編
『
生
育
儀
礼
の
歴
史
と
文
化
』（
森
話
社
、
二

〇
〇
三
年
）、
日
向
一
雅
『
源
氏
物
語
―
―
そ
の
生
活
と
文
化
』（
中
央
公

論
美
術
出
版
、二
〇
〇
四
年
）、小
嶋
菜
温
子
『
王
朝
文
学
と
通
過
儀
礼
』（
竹

林
舎
、
二
〇
〇
七
年
）、
山
中
裕
編
「
第
三
部　

風
俗
と
通
過
儀
礼
」『
歴

史
の
な
か
の
源
氏
物
語
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
）、
小
嶋
菜
温
子
・

長
谷
川
範
彰
編
『
源
氏
物
語
と
儀
礼
』（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
な

ど
の
成
果
が
あ
る
。

（
４
）『
河
海
抄
』
の
引
用
は
、『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）

に
よ
る
。

（
５
）
伊
藤
慎
吾
『
風
俗
上
よ
り
み
た
る　

源
氏
物
語
描
写
時
代
の
研
究
』（
風
間

書
房
、
一
九
六
八
年
）。

（
６
）
憲
平
親
王
の
誕
生
に
当
た
っ
て
、
天
皇
か
ら
野
釼
・
犀
角
・
虎
首
の
よ
う

な
守
り
物
が
贈
ら
れ
る
論
に
関
し
て
は
、
小
嶋
菜
温
子
「『
九
暦
』
逸
文
、

天
暦
四
年
の
産
養
を
読
む
」（『
源
氏
物
語
の
性
と
生
誕
』立
教
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
四
年
）
が
あ
る
。

（
７
）『
河
海
抄
』
第
七
に
「
長
和
二
年
七
月
十
六
日
降
誕
即
日
被
奉
御
剣
是
其
例

也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
飯
沼
清
子
氏
「
誕
生
・
産
養
・
裳
着
」（
山
中
裕
編

『
源
氏
物
語
を
読
む
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
に
詳
し
い
説
明
が

見
ら
れ
る
。

（
８
）『
夜
の
寝
覚
』
の
引
用
は
、
鈴
木
一
雄
氏
校
注
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
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『
夜
の
寝
覚
』（
小
学
館
）
に
よ
る
。
漢
数
字
は
頁
数
を
表
す
。
ま
た
、適
宜
、

私
に
網
掛
け
線
を
付
す
。

（
９
）『
狭
衣
物
語
』
の
引
用
は
、
小
町
谷
照
彦
氏
・
後
藤
祥
子
氏
校
注
、
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
『
狭
衣
物
語
』（
小
学
館
）
に
よ
る
。
括
弧
内
の
算
用
数

字
は
巻
数
、
漢
数
字
は
頁
数
を
表
す
。
ま
た
、
適
宜
、
私
に
網
掛
け
線
を

付
す
。
な
お
、「
巻
二
」
二
一
八
頁
に
お
い
て
、
狭
衣
と
女
二
の
宮
の
密
通

に
よ
っ
て
誕
生
し
た
若
宮
に
関
す
る
描
写
で
、「
御
佩
刀
」
と
「
御
博
士
」

の
本
文
が
あ
り
、
内
容
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
こ
こ
は
、「
御
佩
刀
」
の
異
文

を
と
っ
た
ほ
う
が
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
10
）『
栄
花
物
語
』
巻
十
一
「
つ
ぼ
み
花
」
の
段
に
、
禎
子
内
親
王
の
誕
生
に
は

御
佩
刀
に
関
す
る
描
写
は
二
箇
所
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
は
１
例
と
し
て

看
做
す
。
な
お
、
こ
こ
の
十
二
例
の
ほ
か
に
、『
栄
花
物
語
』
に
は
「
御
剣
」

と
い
う
例
も
見
ら
れ
る
が
、
誕
生
の
時
の
「
守
り
刀
」
に
は
当
た
ら
な
い

の
で
、
こ
こ
で
深
く
論
を
し
な
い
こ
と
を
断
る
。

（
11
）
古
記
録
（『
九
暦
』『
御
堂
関
白
記
』『
小
右
記
』『
権
記
』『
左
経
記
』『
春
記
』）

な
ど
に
よ
れ
ば
、
臣
下
が
自
分
の
子
孫
に
「
御
佩
刀
」
を
与
え
る
例
は
見

当
た
ら
な
い
。

（
12
）
福
長
進
氏
『
歴
史
物
語
の
創
造
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
九
月
）
序
論　

十
六
頁
。

（
13
）
前
掲
書　

十
六
頁
。

（
14
）
前
掲
書　

十
七
頁
。

（
ち
ん
ひ
ね
い
／
台
湾
・
静
宜
大
学
）

御佩刀が贈られる人 誕生日 御佩刀を贈る人 御佩刀を贈る人の身分
【
表
一
】
古
記
録
に
よ
る
御
佩
刀
の
用
例

村上 憲平親王 天暦四年五月二十四日 父 天皇
一条 敦康親王 長保元年十一月七日 父 天皇
一条 敦成親王 寛弘五年九月十一日 父 天皇
一条 敦良親王 寛弘六年十一月二五日 父 天皇
三条 禎子内親王 長和二年七月六日 父 天皇
三条 敦貞親王 長和三年十月七日 祖父 天皇
後一条 嫄子女王 長和五年七月二十日 父 式部卿
後一条 親仁親王 万寿二年八月三日 父 東宮
後一条 章子内親王 万寿三年十二月九日 父 天皇

順番 御代 御佩刀が贈られる人 誕生日 御佩刀を贈る人 【
表
二
】『
栄
花
物
語
』
に
よ
る
御
佩
刀
の
用
例

① 村上 広平親王 天暦四年 内（天皇）
② 村上 憲平親王 天暦四年五月二十四日 内（天皇）
③ 円融 懐仁親王 天元三年六月一日 内（天皇）
④ 一条 敦康親王 長保元年十一月七日 内（天皇）
⑤ 一条 敦成親王 寛弘五年九月十一日 内（天皇）
⑥ 一条 敦良親王 寛弘六年十一月二五日 内（天皇）
⑦ 三条 禎子内親王 長和二年七月六日 内（天皇）
⑧ 後一条 藤原通房 万寿二年正月十一日 殿（藤原頼通）
⑨ 後一条 親仁親王 万寿二年八月三日 東宮（敦良親王）
⑩ 後一条 章子内親王 万寿三年十二月九日 内（天皇）
⑪ 後三条 実仁親王 延久三年二月十日 内（天皇）


